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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業報告書
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佐藤　直樹
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特別会員交流事業「未来を創造する力」
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文書作成者:
池田　治
作成日:

平成26年06月13日
室長確認日:
平成26年06月14日




【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
2015年度、一般社団法人長岡青年会議所（以下、長岡JC）は創立60周年を迎えます。時代の節目を迎えるに当たり、私たちは改めてなぜ60年間という永きに亘り、揺るぎない志を継承し、まちづくりを通じて自己の成長を希求する活動が継承されてきたかを今一度振返り、JC活動へ生かしていくことが必要とされます。
2. 事業目的(対外)
なし
3. 事業目的(対内)
メンバーが、特別会員の方々から在籍時にどの様な想いと姿勢で活動されてきたかを学び、自らの成長に繋げることで長岡JC魂を確立することを目的とします。そして、節目に向けた組織としての結束力をさらに高めます。
4. 事業の対象者

(1)対外対象者:なし
(2)対内対象者:長岡JC特別会員、長岡JCメンバー


【事業概要】

１．実施日時

(1) 実施日　:第1回50周年大同窓会　　 平成26年03月28日(金)
　　　　　　 第2回世代別大同窓会      平成26年04月08日(火)
             第3回未来ワークショップ　平成26年04月17日(木)
(2) 実施時間:第1回50周年大同窓会　　  19:00～21:00
             第2回世代別大同窓会       19:00～21:00
             第3回未来ワークショップ　 19:00～21:00
(3) 設営時間:第1回50周年大同窓会　　  17:00～21:30
             第2回世代別大同窓会       17:00～21:30
             第3回未来ワークショップ　 17:00～21:30

２．実施会場
(1) 会場名
 ① 第1回50周年大同窓会、及び第2回世代別大同窓会
　　　　　かも川別館　（長岡市柏町2丁目8-25）
　　　　　魚　　　籐　（長岡市表町１丁目10−6）
　　　　　吉　原　屋　（長岡市城岡１丁目4−10）
煉　瓦　亭　（長岡市坂之上町2丁目3-3）
　　　　　魚      権　（新潟県長岡市宮内8丁目6−26）
 ② 第3回未来ワークショップ事業
 　　   　アオーレ長岡　市民交流ホールA (長岡市大手通1丁目4－10)
　　　
３．参加員数結果報告並びに参加推進計画検証

(1) 対内対象者

　　参加員数計画　特別会員　556人

　　　　　　現役会員　157人（平成26年01月07日現在）
　　第1回50周年大同窓会　　　　　　　 特別会員　　　59人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　現役会員　　　76人　　　　　合計135人

第2回世代別大同窓会　　　　　　　 　特別会員　　 79人　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 現役会員　　 74人　　　　　合計153人

第3回未来ワークショップ事業　　 　  現役会員　　 81人　　　　　　　　　　
延べ総合計369人

(2) 参加推進方法についての検証
＜長岡JCメンバー向け＞
JCメンバーにはメール案内にて出欠確認を行いました。また委員会PRや電話による確認などで特別会員交流事業の重要性を伝えることに努めました。短期間で3回の事業を行うことによる日程調整から、事業開催日が混同してしまい、全ての事業に参加できないメンバーがいました。第3回ワークショップについては100％委員会一括開催を目標としましたが、努力至らず達成することができませんでした。
＜特別会員向け＞
　　特別会員の案内文配布については、新年会の告知方法を参考として、直接手渡しや往復はがき、又はPC環境が整っている世代にはメール案内にて行いました。そして、個々の事情を考慮した参加募集を行い、出席を促しました。先輩のご都合上、直接手渡しを遠慮される方にはFAX等で対応しましたが、参加者を更に多く募る為には、FAXでの送信を希望される場合でも、可能な限り直接お会いして事業の趣旨をしっかりとお伝えする事が必要と感じました。またアポイントメントについては、失礼が無いように事前に情報収集とアプローチ方法の想定をしっかりと行う事で、思いやりを持ったきめ細かい対応が可能だと思います。
４．外部協力者(協力種別)
　なし
５．引用著作物の有無

　　なし
６．実施組織

(1) 役割分担表
＜事前準備＞　
	

項目
	担当者

	統括責任者
	佐藤直樹委員長

	チーフ
	池田治副委員長

	サブチーフ
	吉田巌

	全般補佐、出欠取り纏め
	青柳恵介運営幹事


	会計
	野上修佑会計幹事、六車慎一郎

	シナリオ作成
	八木野寿人副委員長

	アンケート
	◎渡部総一郎、光野和宏

	会場設営
	◎伊丹正和、全委員会メンバー

	PPT・映像
	◎高田光

	第1回50周年交流事業
　
	◎吉田巌、〇北澤晃、光野和宏、高田光、水澤元博、板山正樹


＜当日＞
	

項目
	担当者

	統括責任者
	佐藤直樹委員長

	チーフ
	池田治副委員長

	サブチーフ
	吉田巌

	全般補佐、出欠取り纏め
	青柳恵介運営幹事

	会計
	野上修佑会計幹事、六車慎一郎

	シナリオ
	八木野寿人副委員長

	アンケート集計
	◎渡部総一郎、光野和宏

	会場設営
	◎伊丹正和、全委員会メンバー

	PPT・映像
	◎高田光

	第1回50周年交流事業
　
	◎吉田巌、〇北澤晃、光野和宏、高田光、水澤元博、板山正樹


◎リーダー、〇サブリーダー　コーディネーター一覧
７．事業目的達成の検証
(1) 事業目的に達した点
・当時の苦労話や体験談を拝聴し学ばせていただいた事で、自らの成長に繋げる事ができました。
・多くの先輩方と交流をさせていただいたことで、50周年当時の体験談を聞く事ができ、周年設営の経験を感じ取る事が出来ました。
・ワークショップにて2回の交流事業を総括し、過去から未来に繋げるスローガンを検討したことで、長岡JCに継承されてきた志を再認識することが出来ました。
(2) 事業目的に達しなかった点
①PRや事前周知不足から参加した先輩やメンバーに、本事業は何の為に交流するのか趣旨を伝えきれていませんでした。
　　②2005年当時の委員会毎の会場振り分けの為、参加者の少ない委員会では特別会員の参加者が少ない会場が見受けられました。事前に参加が少ない会場については直接お声掛けをするなどして参加を促すことが必要でした。
　　③座談会ではコーディネーターの力量により進行のばらつきがあり、スムーズに進行ができない場面を散見しました。事前説明会など徹底的な指導が必要です。
８．実施上の問題点
(1) 予算上の問題点
なし
(2) 運営上の問題点
①第1・2回ともに先輩方へ案内文を郵送及び手渡しすることに時間が掛かってしまい、最終的な出欠席を把握するまでに時間を要してしまいました。その結果、ご参加いただく機会を失ってしまいました。
②先輩から事業に関する問い合わせについて、内容の受答えに統一性がなかった為、人によって返答が異なり、先輩を戸惑わせてしまう場面が有りました。
③第1回交流会と第2回交流会開催日の期間が近く、同時期に2回行うことから開催期間が短すぎるとのご指摘が有りました。

④第2回交流会の開催日近くまで調整に追われ、会場を確定しお伝えする時期が開催日間近となってしまったので、速やかに会場を確定しお伝えするべきでした。
⑤司会進行にて、特別会員の氏名の読み間違え等不手際があったので、事前に徹底的に把握してリハーサルを重ねておくことが必要です。
⑥当初の参加員数計画で会場に予約を入れていたため、計画より大幅に参加員数が減ってしまったことで、会場のお店にご迷惑を掛けてしまいました。
(3) その他の問題点
　　・特別会員との面識が少ないメンバーが多かったことや、一丸となっておもてなしに当たる事が出来なかったことから、現役内での先輩、後輩との関係性が弱体していることが浮き彫りになりました。平時からも特別会員との交流を少しずつ行っていくことが重要であると感じました。
9．公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

なし
10.　次年度への引継事項
①特別会員に案内文等を配布する際には、ご本人と電話でアポイントを取ってから訪問し、手渡しするなど、対応に細心の配慮を行ってください。
　②特別会員に事業の趣旨や目的を明確に伝え、お越しいただいてからスムーズに交流が持てるよう、事前にしっかりと準備を行ってください。

　③いかなるときも設営をする側は、常に相手の事を考え、快くご来場していただくためにおもてなしの心で準備し接する事が必要です。

　④先輩方の年代や入会同期など徹底した情報収集をすることで、参加された会場において孤立されることが無いよう配慮してください。
　⑤参加対象者に交流する目的をしっかりと伝えることが出来ないと、ただの交流会になってしまうので、事業の目的を明確にして理解していただいた上で事業を遂行してください。

　⑥参加員数が大きい事業を開催する際は、会場となる飲食店との打ち合わせを綿密に行い、予約の不備や会場の不備、キャンセル等が発生しない様に、早めに準備を行ってください。

　⑦交流事業当日だけの関わりではなく、平時に於いても特別会員と交流する機会を持ち、現役メンバーと常に良好な関係を保てるように行動して下さい。
11.　決算総額

(1)  金　66,440円

(2)(事業評価)収支決算書
12．委員長所見
　全３回にわたる本事業の全体的な事から述べさせていただきます。全体を通して言える事は、数えきれない反省からたくさんのことを学ぶ事ができたことです。一人一人にかけることばが出てくるくらいに事業というものと対峙していたのだろうか。各会場の場面場面がリアルに描けていただろうか。委員長として全体を掌握し管理できなかった事が全ての原因に繋がってしまいました。しかしながら、委員会スタッフ、出向副委員長、委員会メンバーをはじめ、LOMスタッフ、委員長、メンバーに支えられて乗り切る事ができました。感謝申し上げます。最後に、当たり前の事を当たり前に遂行することは、簡単な様で難しい事だと思います。それには周到な準備がどれだけできるかにかかっているかを皆様にお伝えさせていただいて委員長所見とさせていただきます。

　　



【使用資料一覧】

(1)使用資料

① 第1回交流資料
　　・アンケート
　　・コーディネーターマニュアル
　　・第1回シナリオ
　　・第1回会場割振り
　　・特別会員の飲み物指定
② 第2回交流資料
　　・第2回シナリオ
　　・第2回会場割振り
　　・第2回交流事業メンバー出欠
　　・第2回備品
③ 第3回WS資料
　　・WSコーディネーターマニュアル
　　・WSコーディネーター一覧
　　・WSシナリオ
　　・WS進行表
　　・WS備品
(2)参考資料

　① 50周年メンバー一覧
　② 出欠表「50周年大同窓会」
③ 出欠表「世代別交流事業」
　④ 出欠表「未来ワークショップ」
　⑤ アンケート集計「50周年大同窓会」
　⑥ アンケート集計「世代別大同窓会」
　⑦ 各委員会スローガン
(3)決算報告書


上程スケジュール
第13回委員会


平成26年06月01日
第22回(拡大)スタッフ会議
平成26年06月18日

第14回委員会


平成26年06月19日

第23回(拡大)スタッフ会議
平成26年07月02日

第13回理事会


平成26年07月09日



今後の上程スケジュール

第22回(拡大)スタッフ会議
平成26年06月18日

第14回委員会


平成26年06月19日

第23回(拡大)スタッフ会議
平成26年07月02日

第13回理事会


平成26年07月09日



【前回までの流れ(意見と対応)】
(1)第22回(拡大)スタッフ会議
平成26年06月18日
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